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研究成果の概要（和文）： 

「空間経済学」は、地理的空間経済における一般理論を目指して、９０年代初めより、日米欧

の経済学者を中心に急速に発展してきた。本研究は、財の市場を通じての経済活動の相互関連

を中心として構築されてきたこれまでの空間経済学に、多様な人々の間における知識の創造・

学習・伝播を通じての相互連関のミクロモデルを開発・融合することにより、グローバル化と

知の時代の空間経済学として、理論と実証の両面において大きく発展させることに成功した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The new field of spatial economics has been developed rapidly since the early 1990s by 
economists in Japan, U.S. and Europe, aiming for the unified theory of geographical 
economics. This research has succeeded in the further development of spatial economics 
towards a comprehensive theory of geographical economics in the age of globalization and 
brain power society. In particular, we have succeeded, perhaps for the first time in the 
world, in developing a dynamic micromodel of knowledge creation and transfer, through 
interactions among heterogeneous knowledge workers in multiple regions.   
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１．研究開始当初の背景 
「空間経済学」は、都市や産業の集積形成の
ミクロ経済理論を中心として、従来の都市経
済学、地域経済学、国際貿易理論などの個別
分野を特殊な場合として含む、空間経済シス
テムの新たな一般理論の構築を目指したも
のであり、1990 年代初めより日米欧における
経済学者を中心として急速に開発され、経済

学一般の注目を集めるに至った。 
 しかしながら、現在までの空間経済学は、
通常の財やサービスの生産・交易・消費活動
を通じての多様な主体間の相互連関を通じ
て生まれる、経済活動の空間的集積力と分散
力を理論の中核に据えてきた。一方、今世紀
に入り、世界経済は従来の工業化社会から、
広い意味でのイノベーションないし知識創



造を中心的な活動とする、いわゆる「知の時
代」に移行しつつある。従って、知識創造の
ミクロモデルを開発し、従来の理論と融合で
きれば、グローバル化と知の時代における空
間経済学を、世界に先駆けて、大きく発展さ
せることができると期待される。 
 
２．研究の目的 
本研究は、財の市場を通じての経済活動の相
互連関（これを E-linkages と呼ぶ）を中心
として構築されてきたこれまでの空間経済
学に、多様な人々の間における知識の創造・
学習・伝播を通じての相互連関（これを
K-linkages と呼ぶ）のミクロプロセスを導入
することにより、グローバル化と知の時代に
おける空間経済学として、理論と実証分析の
両面で格段に発展させることを目的とする。
特に、E-linkages と K-linkages を融合する
ことにより、空間経済学の理論を再構築する
とともに、実証分析を大きく進展させる。同
時に、空間経済学の分野における若い研究者
の育成をはかりつつ、四年間に渡る研究を通
じて、この分野における日本のリードを確保
する。 
 
３．研究の方法 
以上の目的を実現するために、日本における
空間経済学の研究をリードしてきた藤田(甲
南大学)、田渕(東京大学)、濱口(神戸大学)
および森(京都大学)に加え、一般均衡動学に
基づく複雑系経済モデルの世界的リーダー
であり日本の教育についての研究の先駆者
である西村(京都大学)、多国籍企業と技術移
転を含む国際貿易と企業活動の先駆的実証
研究を続けてきている若杉(京都大学)と戸
堂(東京大学)、一橋大学・イノベーション研
究センター元所長の長岡、日本における特許
データにもとづく技術革新のネットワーク
分析の研究をリードしてきている玉田
(RIETI)、さらに空間経済学における新進気
鋭の四人の若手研究者、曽(東北大学)、佐藤
(大阪大学)、山本(大阪大学)及び大久保(慶
應義塾大学)、の共同作業を通じて、以下の
四つの個別研究課題を相補的に関連づけな
がら、理論と実証分析の両面から四年間にわ
たり研究する。 
（1）知識創造社会の動学分析：K-linkages
を通じての、広い意味での知識の創造・学
習・教育・伝播について、様々なミクロモデ
ル/理論の開発と、それらを含む空間経済シ
ステムの動学モデルの開発、及びそれらに関
する実証分析を総合的に行う。 

（2）脱国境の国際経済分析：上記(1)と関連 

させながら、開発生産工程のフラグメンテー
ション、アウトソーシングや技術移転を含む
国際貿易と、それらに影響する市場制度につ
いて、理論と実証分析により研究する。資源、

農業や環境を含む国際空間経済システムの
研究も遂行する。 
（3）都市・地域経済システムの進化：上記
(1)と(2)に関連させて、知識創造社会におけ
る都市・地域システムの自己組織化と変容に
ついて、理論構築と実証分析を行うとともに、
それぞれの空間レベルにおける様々な地域
政策のあり方について研究する。 
（4）途上国における集積と経済発展：上記
(1)-(3)と関連させながら、中国・インド・
アフリカを含む途上国における都市・産業集
積、技術移転とイノベーション、及び経済発
展について実証分析を中心にして研究する。
さらに、国際地域統合を含む開発援助・協力
の在り方についても研究する。 
 
４．研究成果 
本研究は、従来の E-linkages を中心として
構築されてきた空間経済学に、地理的空間に
おける K-linkages のミクロモデルを世界に
先駆けて開発・融合することにより、グロー
バル化と知の時代における空間経済学とし
て、理論と実証の両面において格段に発展さ
せることに成功した。また、四年間に渡る研
究を通じて、空間経済学の分野における若い
研究者の育成をはかりつつ、この分野におけ
る日本のリードを確保する上においても、大
きく貢献することができた。主要な研究結果
は、関連する分野のトップレベルの国際学術
誌への掲載を中心として１２９編の論文、主
として国際学会における９１件の学会発表、
及び１３冊の研究書を通じて発表された。具
体的な成果を、四つの個別研究課題ごとに以
下に記す。 
（1）知識創造社会の動学分析：藤田・西村・
若杉・長岡・森・山本・玉田を中心として、
知識創造・伝播・学習・認知の基礎理論と実
証分析を進め、世界的に見ても先端的と言え
る多くの研究成果を得た。特に、知識労働者
の多様性を内生化した、知識創造と伝播の新
たなミクロ動学モデルを開発し、そのモデル
を内生的成長理論と融合することにより、Ｒ
＆Ｄにおける知識労働者の多様性と経済成
長の間の相互的なダイナミズムを理論的に
分析した。更に、そのモデルを２地域モデル
に拡張して、知識創造プロセスにおける空間
ないし地域の果たす役割を分析し、知識創造
社会の持続的な発展における文化（地域独自
の知の集積）の重要性を明らかにした。それ
らの理論的結果に基づき、日本経済の１９９
０年代からの長期停滞と低成長の根本的な
理由について検討するとともに、日本を創造
立国として活性化するための地域システム
の在り方についても検討した。更に、経済産
業研究所で行った「発明者サーベイ」や「企
業ネットワーク指標」などを用いて、組織内
及び組織間における知識フローへの地理



的・制度的要因を実証分析するとともに、イ
ノベーション波及の産業連関について分析
した。それらの研究結果は、多くの国際学術
誌（以下 5の〔雑誌論文〕の⑤、⑥、⑧、⑨、
⑯、⑳を含む）で発表されるとともに、図書
（5の〔図書〕の①、②、④、⑧を含む）と
して出版された。 
(2)脱国境の国際経済分析：西村・若杉・曽・
戸堂・大久保を中心として、人的資本の蓄
積・開発・生産工程のフラグメンテーション、
アウトソーシングや技術移転を含む国際貿
易と、それらに影響する市場制度について、
理論と実証の両面から研究を行い、国際的に
見ても重要な多くの研究成果を得た。特に、
日本の企業レベルのデータを利用して、企業
の国際化の決定要因に関する計量経済分析
を行うとともに、企業活動の国際間でのフラ
グメンテーションとアウトソーシングにつ
いての実証分析を行い、多くの新しい知見を
得た。一方、中国と台湾における企業レベル
データを用いて、中国企業における所有形態
の差異、及び接投資に与える影響を明らかに
した。更に、空間経済学における Home Market 
Effect(自地域市場規模効果)について、最も
一般的なモデル設定のもとで理論分析に成
功するとともに、農業・環境・資源を含む国
際空間経済モデルも新しく開発した。それら
の研究成果は、多くの国際学術誌（以下 5の
〔雑誌論文〕の②、⑩、⑪、⑮、⑲を含む）
で発表されるとともに、図書（5の〔図書〕
の①、②、③、⑤を含む）として出版された。 
(3)都市・地域システムの進化：濱口・森・
曽・佐藤・山本・田渕を中心として、グロー
バル化と知の時代における都市・地域システ
ムの自己組織化と発展について、理論構築と
実証分析を行い、世界的に見ても評価できる
多くの研究成果を得た。特に、労働市場の国
際化が国内の労働市場における賃金や技能
形成に及ぼす影響、更に地域統合が職業選択
と起業行動に及ぼす影響について、理論分析
を行い、多くの新しい知見を得た。更に、産
業集積と人口集積の間に創発する秩序 NAS法
則と階層原理の理論分析と日本及び日米比
較による実証分析、各国における地域人口分
布の長期時系列分析、更に都市の人口密度と
技術革新について理論研究より、多くの成果
を得た。一方、東日本大震災による大規模な
サプライチェーン寸断のメカニズム、及びリ
スク分散と規模の経済のトレードオフを考
慮したサプライチェーンの在り方について、
空間経済学の視点から実証研究と政策分析
を行った。それらの研究成果は、多くの国際
学術誌（以下 5の〔雑誌論文〕の①、②、④、
⑦、⑫、⑬、⑭、⑰、⑱を含む）で発表する
とともに、図書（5の〔図書〕の①、⑥を含
む）として出版された。また、東日本大震災
とサプライチェーン寸断についての研究成

果は、多くの学会や国際シンポジウムと新聞
等でも発表し、大きな反応を得た。 
(4)途上国における集積と経済発展：濱口・
戸堂・佐藤・大久保を中心として、アジアと
アフリカにおける途上国及び後進地域にお
ける都市と産業集積、技術移転とイノベーシ
ョン、及び経済発展について、空間経済学的
な視点より実証分析を中心として研究を行
い、国際的に評価される多くの研究成果を得
た。特に、エチオピアにおける農村調査によ
るデータとGPS地理情報を組み合わせること
により、農業技術の移転における地理的要因
と社会ネットワークの形成が果たす役割に
ついて明らかにした。また、中国・浙江省の
義烏市における雑貨産業の集積とイノベー
ションの関係について明らかにした。また、
中国の企業レベルデータを用いて、外国直接
投資を通じた技術のスピルオーバーに関す
る定量分析を行うとともに、グローバル化が
後進地域における産業集積に及ぼす直接的
な影響を、ケニア・中国・ブラジルにおける
実証分析により明らかにした。更に、発展途
上国と先進国の間における賃金格差の内生
的理論も新たに開発した。それらの研究成果
は、多くの国際学術誌（以下 5の〔雑誌論文〕
の②、③、⑪、○21を含む）で発表するととも
に、図書（5の②、⑤、⑦を含む）として出
版された。 
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